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(57)【要約】
低強度の高周波電磁波を用いて患者を治療するための、
高周波発生器を備えた装置である。前記発生器には、前
記発生器の接地接続に接続された１以上の電極が設けら
れている。また、前記装置は、導電性ファブリックを用
いて、前記高周波発生器により放射された電磁放射に対
する遮蔽作用を制限するように形成された広範な電極を
含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　低強度の高周波電磁波を用いて患者を治療するための装置であって、
　少なくとも１つの電極（１０）と、
　高周波電磁界を生成するための少なくとも１つの送信機（１３）を含む、前記少なくと
も１つの電極（１０）に接続された低出力の高周波発生器と、
　前記送信機（１３）及びユーザインタフェース（１９）に接続された制御モジュール（
１８）と、
　前記送信機（１３）に接続された少なくとも１つのアンテナ（１４）と、
　一端にて前記送信機（１３）の回路の接地接続に接続され、他端にて前記少なくとも１
つの電極（１０）に接続された、少なくとも１つの導電体（１５）と、を備え、
　前記少なくとも１つの電極（１０）が、治療されるべき患者の身体の領域に包帯をする
ために、少なくとも１つの導電性ファブリック（２０）を含むことを特徴とする、装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの導電性ファブリック（２０）が、前記ファブリック自体に組み込
まれた様々な形状及び寸法の、電気的に相互接続された導電性のプレート又はストリップ
（２１）を含むことを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの導電性ファブリック（２０）が、全体的に又は部分的に、電気的
に相互接続された導電性の糸を用いて織られていることを特徴とする、請求項１又は２に
記載の装置。
【請求項４】
　前記電気的に相互接続された導電性の糸が、前記導電性ファブリック（２０）の横糸又
は縦糸に連結されていることを特徴とする、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ファブリック（２０）が、患者に取り付けられることを可能にするための適切な固
定手段を含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　前記固定手段が、ボタン及びボタンホール、フックアンドループ、又は、適切に配置さ
れたベルクロストリップを含む群から選択されることを特徴とする、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
　前記導電性のプレート又はストリップ（２１）及び前記繊維が、前記送信機（１３）の
回路の接地接続への、導電体（１５）を介した接続のための端子に接続されていることを
特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項８】
　前記導電性ファブリック（２０）が衣類（２３）の形態であることを特徴とする、請求
項１～７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記衣類（２３）が、患者の上肢若しくは下肢又は胸部若しくは腹部に取り付けるため
の包帯、患者の手を治療するための手袋、患者の足を治療するためのソックス、患者の胴
部を治療するためのべスト、又は、腹部及び鼠径部領域を治療するためのショーツを含む
群から選択されることを特徴とする、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記導電性ファブリック（２０）が伸縮性を有することを特徴とする、請求項１～９の
いずれか１項に記載の装置。
【請求項１１】
　複数の導電体（１６）を含み、当該導電体（１６）の各々が、少なくとも１つのさらな
る電極（１７）に適切に接続されていることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１
項に記載の装置。
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【請求項１２】
　前記低出力の高周波発生器が複数の送信機（１３）を備え、当該送信機（１３）の各々
が、前記複数の導電体のうちの１つの導電体（１６）に適切に接続され、且つ、前記導電
体（１６）が、少なくとも１つのさらなる電極（１７）に適切に接続されていることを特
徴とする、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記高周波発生器が、小型、携帯可能で電池式の形態であることを特徴とする、請求項
１～１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記導電性ファブリック（２０）及び前記衣類（２３）が、小型、携帯可能で電池式の
形態の前記低出力の高周波発生器を収容するための少なくとも１つのポケットを含むこと
を特徴とする、請求項１３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、治療処置及び対症療法のための方法及び装置に関する。特に、本発明は、導
電性電極を備えた衣類片を用いた、治療処置及び対症療法のための方法及び装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電気刺激及び電気療法のための電極を備えた装置を用いた治療処置及び対症療法の技術
分野において、前記電極は、通常、治療介入を必要に応じて局所化するように患者の身体
の一部に照射することに適している。
【０００３】
　このタイプの装置の例が、特許文献１、特許文献２、特許文献３、及び、特許文献４に
開示されている。
【０００４】
　特許文献１は、人間及び動物の腫瘍を治療するために使用されることができるファブリ
ックを加熱するための装置を開示している。この装置において、２つの電極の間に電界が
生成され、腫瘍を含む周囲組織領域に印加される。印加される高周波電界の極性及び強度
は、治療されるべき疾患の種類に応じて変えられる。
【０００５】
　特許文献２は、電源及びアンテナを備えた、高周波電磁波を放射するための装置を開示
している。この装置は、少なくとも１つの導電体、及び、人間の身体の一部に直接取り付
けられるように形付けされ得る柔軟な絶縁性支持体を含む。アンテナが、電流放出電極に
接続されることができ、前記電流が、アンテナにより行われる電磁界放射と交互に、又は
同時に放出され得る。
【０００６】
　特許文献３は、腫瘍組織を治療するための、１対の電極（一方が活性(active)、一方が
不活性(passive)）を含むさらなる装置を開示している。活性電極は、治療されるべき組
織内に挿入され得るプローブの形態であり得、一方、不活性電極は、治療に含まれる領域
周囲に取り付けられるように広範な(extended)形態であり得る。不活性電極はマイクロ波
発生器に接続され、一方、活性電極は、アブレーション電極として機能するように電源に
接続されている。
【０００７】
　最後に、特許文献４は、患者を治療するための、高周波発生器に基づいた装置を開示し
ており、この装置は、前記発生器の接地接続に接続された１以上の電極を備えている。前
記電極は、発生器にて誘導された電磁流を患者の身体内に適切に向けるように機能する。
前記電極は、リード、プローブ、プレート又は広範な導電性シートの形態で、行われるべ
き治療の要求条件に従って適切に提供される。
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【０００８】
　この特許文献４の場合、患者に施され得る治療の１つが、患者の身体の大きい部分に取
り付けるのに適した広範な(extended)導電性電極の使用を提供している。先に述べたよう
に、これらの電極は、実際の患者を取り囲む空間の装置により発生された電磁界により誘
導された電磁流を患者の身体内に向けるのに適している。しかし、電極が、患者の身体の
大きい部分への取り付けに適するように広範な面積を有する場合、前記電極が、発生器に
より生成された電磁界を、前記電極により保護された身体部分から、一部ではあっても遮
蔽するように作用し、これが、誘導された電磁流のレベル及び強度と、従って治療の効果
とを制限することは明らかである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許第４１２１５９２号明細書
【特許文献２】米国特許第４１９７８５１号明細書
【特許文献３】米国特許第５５０７７４３号明細書
【特許文献４】欧州特許第１３０１２４１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　従って、本発明の目的の１つは、患者を治療するための、高周波発生器に基づいた、電
磁放射発生器（例えば欧州特許第１３０１２４１号明細書に開示されているタイプの発生
器）の接地接続に接続された１以上の電極を備えた装置であって、前記高周波発生器によ
り放射される電磁放射に対する遮蔽作用を制限するように導電性ファブリックを用いて形
成された広範な電極を含む装置である。
【００１１】
　本発明のさらなる目的は、患者を治療するための、高周波発生器に基づいた、電磁放射
発生器（例えば欧州特許第１３０１２４１号明細書に開示されているタイプの発生器）の
接地接続に接続された１以上の電極を備えた装置であって、前記高周波発生器により放射
される電磁放射に対する遮蔽作用を制限するように導電性を付与されたファブリックを用
いて形成された、衣類の形態の広範な電極を含む装置である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のさらなる特徴及び利点が、非限定的な例として与えられ且つ添付図面に示され
た、以下の詳細な説明により、より明白になるであろう。図面は概略的であり、特定の機
能を実行するための機能ブロックを示す。これらのブロックは、実際、様々な回路ソリュ
ーションに従って実行され得る。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】導電性にされ、送信機の接地接続に電気的に接続されたファブリックから成る包
帯を含む、本発明の第１の好ましい実施形態のブロック図である。
【図２】導電性にされ、送信機の接地接続に電気的に接続されたファブリックのメッシュ
を含む、本発明の第２の好ましい実施形態のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明による装置は、少なくとも１つの電極に接続された低出力の高周波発生器を含む
。電極は、前記高周波発生器の回路の接地接続に接続された導電性のファブリックを含む
。用語「導電性ファブリック」(“conductive fabric”)とは、導電性部分を含む任意の
ファブリックを意味し、この導電性部分は、ファブリック自体の横糸又は縦糸に導電材料
から成る多数の繊維を用いて形成されるか、或いは、ファブリック自体に組み込まれた、
電気的に接続された様々な寸法及び形状の導電性プレート又はストリップを用いて形成さ
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れる。前記低出力高周波発生器の一例が、本出願と同一の出願人による欧州特許第１３０
１２４１号明細書に開示されており、この内容を参照により本出願に援用する。
【００１５】
　前記低出力高周波発生器は、高周波電磁界を生成するための少なくとも１つの送信機１
３を含む。「高周波電磁界」は、真空中で所定の発振周波数（数ｋＨｚ～３００ＧＨｚで
あり得る）で伝搬する高周波電気信号又は電磁波（従って、波長は約１００ｋｍ（３ｋＨ
ｚで）～１ｍｍ（３００ＧＨｚで）の範囲で変化）を意味する。
【００１６】
　前記送信機１３は、適切なユーザインタフェース１９に接続された制御モジュール１８
と、少なくとも１つのアンテナ１４と、少なくとも１つの導電体１５とに接続されている
。導電体１５の一端は、前記送信機１３の回路の接地接続に接続され、他端は、前記少な
くとも１つの電極１０に接続されている。前記送信機１３は、既存の先行技術から公知の
方法で形成され得る。
【００１７】
　本発明のさらなる好ましい実施形態において、前記制御モジュール１９は、さらに、前
記送信機１３により生成された電磁界を変調するためのプログラム可能な変調手段を含む
。例えば、前記プログラム可能な変調手段は、ＯＮ／ＯＦＦタイプの手段であり得、基本
的に、ユーザの要求に応じてプログラムできるＯＮタイム及びＯＦＦタイムを用いて、前
記電磁界の発生を周期的に可能／不可能にすることに適し得る。
【００１８】
　別の好ましい実施形態において、前記送信機は、２．４５ＧＨｚの発振周波数、及び、
１００ｍＷ未満の出力（アンテナ１４付近で測定）を有する。本発明による装置の動作中
、発生される高周波電磁界の出力は、患者の身体に著しい加熱作用を生じないような出力
である。
【００１９】
　前記電極１０は、行われるべき治療の条件に従って適切に、シート又は広範な（extend
ed）導電プレートの形態で提供される。患者身体の広い領域を治療すべき場合（例えば、
外傷又は拡がった感染症後のリハビリ治療に）、広範な導電シート（又はプレート）が使
用される。
【００２０】
　患者が治療されるとき、本発明による装置は以下のように使用される。すなわち、導電
体１５（前記送信機１３の回路の接地接続に接続されている）に接続された電極１０が、
患者の身体の治療が必要な部分に取り付けられる。
【００２１】
　送信機は、患者の身体（接地、及び、接地へのその他のあらゆる接続から絶縁状態に維
持される）を、発生された電磁界により拡散的に照射するように、配置される。このよう
にして、患者の身体に高周波電流が提供され、この電流の周波数、期間、及び変調は、医
療従事者により、特定のケースプロトコルに従って選択される。こうして、前記高周波電
流は、前記送信機１３の導電体１５に接続された電極１０により、治療を受けている患者
の身体の一部に集中されるように適切に向けられる。
【００２２】
　本発明のさらなる好ましい実施形態において、本発明による装置の低出力高周波発生器
は、少なくとも１つのさらなる電極１７に各々が適切に接続された複数の導電体１６を含
み得る。これは、複数の電極を患者に取り付け、これらの電極の各々に、同一の周波数、
変調、及び強度の高周波電流を提供することを可能にする。
【００２３】
　本発明のさらなる好ましい実施形態において、本発明による装置の低出力の高周波発生
器は、前記複数の導電体のうちの１つの導電体１６に各々が適切に接続された複数の送信
機１３を含み得る。前記導電体１６は、少なくとも１つのさらなる電極１７に適切に接続
されている。これは、複数の電極を患者に取り付け、電極の各々に、同一の周波数、変調
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、及び強度の高周波電流を提供することを可能にする。
【００２４】
　先に述べたように、電極１０，１７が、患者の身体の大きい部分への取り付けに適する
ように広範な表面積を有する場合、前記電極が、発生器により生成された電磁界を、前記
電極により保護された身体部分から、一部ではあっても遮蔽するように作用し、これが、
誘導された電磁流のレベル及び強度と、従って治療の効果とを制限することは明らかであ
る。
【００２５】
　従って、前記広範な電極が、その導電特性を維持し、そして同時に、前記高周波発生器
により生成された電磁界に対する出力遮蔽を低減するような電極であることが望ましいで
あろう。上記の課題の解決方法は、治療されるべき患者の身体領域に包帯されるように導
電性にされたファブリック２０を含む電極であって、前記発生器により生成された電磁界
により少なくとも部分的に通過される電極を使用することにより得られるであろう。
【００２６】
　前記導電性ファブリック２０は、ファブリック自体の内部に様々な形状及び寸法の導電
性のプレート又はストリップ２１を組み込むことができ、或いは、全体的又は部分的に導
電性の糸で織られ得る。また、前記導電性ファブリック２０は、有利には、患者への取り
付けをより簡単で容易にするように衣類の形態であり得る。
【００２７】
　添付図面１を参照すると、本発明による電極の第１の例がファブリック２０を含み、フ
ァブリック２０は、電気的に相互接続されて組み込まれた一連の導電性ストリップ２１を
含む。電極は、有利には、前記送信機１３の回路の接地接続への、導電体１５を介した接
続のための端子２２を含み、前記端子は前記導電性ストリップ２１に電気的に接続されて
いる。前記組み込まれた導電性ストリップ２１の間隔及び寸法は、例えば、行われるべき
治療、及び、前記送信機１３により供給される周波数に応じて変化し得る。
【００２８】
　前記ファブリック２０に、有利には、ファブリック２０が患者に取り付けられることを
可能にする固定手段が設けられる。前記固定手段は、例えば、ボタン及びボタンホール、
フックアンドループ、又は、適切に配置されたベルクロストリップ（ベルクロは登録商標
）を含み得る。
【００２９】
　本発明による電極の第２の例は、導電性繊維を含むファブリックを含む。前記繊維は、
前記ファブリックの一部、例えば、横糸又は縦糸であり、或いは、前記ファブリックの横
糸又は縦糸に連結される。また、前記繊維は電気的に相互接続され、好ましくはこの場合
も、前記送信機１３の回路の接地接続への、導電体１５を介した接続のための端子に接続
される。さらに、この場合も、前記導電性繊維の間隔及び寸法は、例えば、行われるべき
治療、及び、前記送信機１３により供給される周波数に応じて変化し得る。
【００３０】
　添付図面２を参照すると、本発明による電極の第３の例が、上述のタイプのファブリッ
クを含む衣類片２３を含む。前記衣類は、有利には、治療されるべき患者の身体の一部に
張り付くように、そして、衣類が配置された位置に留まるように伸縮性を有し得る。例え
ば、前記衣類は、上肢若しくは下肢又は胸部若しくは腹部に取り付けるための包帯、患者
の手を治療するための手袋、患者の足を治療するためのソックス、患者の胴部を治療する
ためのべスト、あるいは、腹部及び鼠径部領域などを治療するためのショーツを含み得る
。
【００３１】
　以上に記載したような広範な電極（電気的に相互接続されてファブリックに組み込まれ
る導電プレート若しくはストリップを用いて導電性にされたファブリックからつくられる
か、或いは、横糸若しくは縦糸の一部であるかこれに連結された、電気的に相互接続され
た導電性ファイバを含むファブリックとしてもつくられる）を用いることにより、前記送
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信機により放射された電磁界の遮蔽が低減され、これにより、誘導された電磁流のレベル
及び強度と、従って、行われる治療の効果との制限を著しく回避できる。
【００３２】
　有利には、本発明による広範な電極は、前記電極を形成している導電性繊維内に形成さ
れた、繊維又は導電性ストリップのネットワークの寸法及び造形により、電極の遮蔽作用
を変える選択肢を提供する。概略的に言えば、導電性繊維のメッシュ（網目）の寸法が大
きいほど、遮蔽される入射電磁界の最大周波数レベルが低くなることが分かった。
【００３３】
　また、有利には、前記電極１０をウェアラブルファブリック又は衣類の形態で提供する
ことが、患者へのより効果的な取り付けを保証する。実際、前記ファブリックは、治療を
受ける患者の身体の一部に完全に張り付くように伸縮性を付与され、これにより、正確に
配置されて適切な位置に保持され、そして同時に患者の運動の自由も保証する。
【００３４】
　最後に、導電性のファブリック及び衣類の形態の前記電極に、本発明による装置の低出
力の高周波発生器を収容するためのポケットを設けることが可能である。高周波発生器は
、小型、携帯可能、電池式で適切に提供される。これは、本発明による装置を使用する治
療中に（長時間の治療の場合も）患者が自由に動くことを保証する。

【図１】 【図２】
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